
現実をステージに「教科を統合」 

―５年間を見通した段階的[プロジェクト学習] 実践モデル 

２０２１年３月２９日 

鈴木敏恵 

シンクタンク未来教育ビジョン

資料４ 

鈴木敏惠
(文部科学省／初等中等教育局)
新たなカリキュラムに対応した指導の手引き作成のための
検討会メンバー



現実をステージに「教科を統合」———		５年間を見通した段階的[プロジェクト学習]	実践モデル

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	

■	未来	 [一人プロジェクト]	：臨床実習→看護研究・国家試験	
臨床実習のリアリティがもたらす独自の気づきを尊重する。	
コンピテンシー思考で現実応用の効くケーススタディー。

専門領域へ続く関心や研究テーマなど未来志向でリンク。

■	着眼	 [人間と環境：プライオリティー情報プロジェクト]	
目的意識（何のために）を備えた着眼で、目の前の現実を	

俯瞰し最も優先して獲得すべき情報を得て行動できる。	

■	キャリア キャリアビジョン実現プロジェクト（行動）
自らの資質や夢と目指す専門性と重ねた生き方を思い描き

行動。情報を集める、現場へ行く、プロへインタビューなど

■	社会	 [ヘルス＆ワークライフ]プロジェクト
「疾患を抱えていても社会資源を活かし
	 その人らしく働き続けられる方法を提案する。」	
疾患や障害を持っていても対象者が地域の社会資源を活か	 	 	

し、その人らしく働き続けられる方法を提案する	

■	生き方		マイ	キャリアストーリープロジェクト
「未来へ夢を叶えようプロジェクト」

自分を関心や個性を知り、将来の生き方を思い描く	

キャリアポートフォリオの作成スタート

■	根拠			エビデンス探求プロジェクト
「エビデンスに基づいた看護技術を提案する。」

看護を学ぶ中で自ら感じた疑問や課題を明らかにするた

めに具体的に予測を立て自ら課題を解決しようとする。	

■	地域	 防災プロジェクト	
				「学校に避難した多様な人の安全を守る行動提案する」	

■	家族	 ナイチンゲールプロジェクト
「大切な人の健康を守る方法を提案します！」
プロジェクト学習の手法を身につける。	

大切な人がコロナに感染しないよう生活様式を変える提案	

■	健康・身体	 ライフ(ポートフォリオ)プロジェクト
自らをより健康にするプロジェクト学習

生活シートや身体シートを記しライフポートフォリオ作成
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キャリア
ポートフォリオ

キャリア
ポートフォリオ

  ↑ 

パーソナル 
ポートフォリオ 

パーソナル 
ポートフォリオ 

□ 自己理解

□ 資質・関心

□ 自己肯定感

□ 自尊感情

就職／大学等

・方向性

・専門性

・スキル

・資質

・能力
パーソナルポートフ
ォリオをキャリアポ
ートフォリオに発展、
継続させ	
看護、医療に関する新
聞･雑誌などの記事や
書籍のリスト等を資
料化し、自分が目指す
看護像について意識
啓発を図る。	

・資質

・能力

・個性

・動機

・背景

パーソナルポートフ
ォリオを作成し、自分
が力を入れて取組ん
だこと経験したこと
などを顕在化するこ
とで、自己肯定感を向
上させる	

高校	

専攻科	

＜プロジェクト学習で身につく力＞

● キャリアデザインセンス

●目の前の現実からの情報獲得力

● 瞬間変化シーンへの動体視力

● クリティカルシンキング

● 多様な生き方・働き方

● 次世代医療・地域創造

● 人間の尊厳・哲学・倫理

● 課題発見力・課題解決力

● 人間と社会の関わり

● 未来をイメージする力

● 論理的思考力

● 真理探究心

● 知識を現実に活用する力

● 個別・他者視点のリスク意識

● 提案型プレゼンテーション力

● 他者を看て護る人になる自覚

●自律：セルフマネージメント力
知識・スキル 人間性

コンピテンシー ビジョン力

実践：埼玉県立常盤高等学校〔文部科学省「スーパー・プロフェッショナル・ハイスクール（SPH）」事業平成 26~30 年度研究指定校〕ほか ／ 構想・指導：鈴木敏恵

p.9 参照 
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高校	

専攻科	

知識・スキル 人間性

コンピテンシー ビジョン力
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教科
統合

統合

現実をステージとする

プロジェクト学習
統合

＊現実をステージとするプロジェクト学習‥ 

目の前の現実の社会から情報を得て課題を見出し解決するプロジ
ェクト学習だけでなく、もっとも身近な現実である自分自身や家
族の生活を観察し、よりよい未来へ近づけるプロジェクト学習な
どを意味します。

教科で獲得した知識を統合して、変化の激しい現実社会や人間（生
活・身体）をよりよくするために活かすプロジェクト学習のこと。 
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高校	
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知識・スキル 人間性

コンピテンシー ビジョン力
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■図：4つの修得知カテゴリー	 →

これまでの教育は[A:知識・スキル]を脈々と

継いできたとも言えます。しかし今[A:知

識・スキル]だけであれば、AI やロボットに

置き換わるときがすでにきています。	

これからの時代には	

Aを現実に活かす力＝[C:コンピテンシー]や

ありたい未来を描く力[D:ビジョン力]そし

てそれらの根幹とも言える[B:高い人間性・

知性]、この 4つの修得知が求められます。	

←■図：成長ツリー	

人は成長し続けます。いつの段階で	

どの修得知を比重多く身につけるか	

の段階モデルが「図：成長ツリー」です。	

←■図の中のイエローの垂直線について	

一人ひとりが内在する個性豊かな	

持って生まれた資質、得意な能力、才能な	 	

どは、生涯を通して生きる軸となります。	
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■プロジェクト学習

	 	 ＋	

■ポートフォリオ活用
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医学書院	

医学書院	

日本看護協会出版会 	

日本看護協会出版会	教育出版	

■ 実践したプロジェクト学習・ポートフォリオが詳細に記載されている文献など
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「プロジェクト」とはビジョンや使命感に基づき、ある⽬的を果たすための構想や計画などを�
さします。「プロジェクト」とは⽬標を決めそこへの到達⽅法を考え出すものであり、それは価
値ある何か（成果）を⽬に⾒えるものにすることでもあります。ビジョン「何のために」とゴー
ル「何をやり遂げたいのか」を明確にし常に意識しながら向かいます。プロジェクト学習は、意
志ある学びをかなえる新しい教育のプラットフォームとして教育界、医療界、⾃治体などの課題
解決⼒の⼈材育成や⽬標実現の⼿法として広く実践されています。�

プロジェクト学習とポートフォリオの関係�

 プロジェクト学習の基本�

未来教育プロジェクト 2012 鈴木敏恵	

Copyright© 2018  シンクタンク未来教育ビジョン All Rights Reserved� 意志ある学びー未来教育  http://suzuki-toshie.net/    鈴⽊敏恵

☆⾃分で⾃分を成⻑させるポートフォリオの存在�
ポートフォリオは、ゴールに向かうプロセスで得られた情報やひらめいたアイディアやメモ
などを⼀元化したものです。ポートフォリオには最初のページに⽬標を書いた「ゴールシー
ト」を⼊れ、その続きから時系列に中⾝を⼊れていきますので、それをめくることで⽬標へ
向かい、思考プロセスを追うことができます。根拠あるリフレクションで成⻑することを叶
えます。� 抜粋『プロジェクト学習の基本と手法』教育出版／著：鈴木敏恵	

出典『AI時代の教育と評価」 
著者：鈴木敏恵／出版：教育出版	
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